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SDX ファイル解説書 

 

1．SDX ファイルについて 

ホームページに掲載してある SDX ファイルには楽譜のデータが入っており、Score.sdx 

からは PDF のスコアやパート譜を、Tremolo Score.sdx からは MP3 の音源を取り出して

います。 

この内、Tremolo Score.sdx はマンドリン等のトレモロとピッキングの使い分けを音符

で示しており、これをプレーヤー（従来はスコアプレーヤーと呼んでいた）を用いて演

奏させると、実際の演奏に近付いた音を出すことが出来ます。 

そこで、これらの SDX ファイルの使い方を説明致します。先ず、これらの SDX を使うに

はカワイのスコアメーカーまたはプレーヤーが必要です。スコアメーカーは有償ですが、

演奏を聴くと共に楽譜を編集することが出来ます。プレーヤーは無償で演奏を聴いたり、

楽譜を印刷することが出来ます。演奏を聴く際には、演奏の速さを変えたり、各パート

の音量を変えることが出来ます。例えば、1st.マンドリンの音だけを聴くとか、1st.

マンドリンのみの音を消して、カラオケの様なことも出来ます。従いまして、個人練習

には大変便利です。 

次項でスコアメーカーとプレーヤーのソフトのインストール方法を説明しますが、最新

のソフトはスコアメーカーZERO と言う名前で、ここにはスコアメーカーとプレーヤー

の両方が入っています（従来は分かれていました）。このスコアメーカーZERO は有償

ですが、15 日間無償で試用でき、15 日以降もプレーヤーのみは無償で使えます。 

 

2．スコアメーカーZERO をインストールする方法 

パソコンはインターネット及び Eメールの出来るパソコンを使用して下さい。 

先ず、次の URL にアクセスするとスコアメーカーZERO のページが出ます。 

（「スコアメーカーZERO シリーズ」で検索しても良い） 

URL: http://cm.kawai.jp/products/smz/ 

⇒ 最初のページの[ダウンロード] または[無料で試してみる]をクリック 

⇒ ダウンロードと書かれたページが出ます。 

そこに書かれた インストールの方法 を良く読み、それに従ってダウンロード及び 

インストールします。 

ダウンロードはインターネット環境にもよりますが、30 分～40 分位かかります。 

インストールが完了するとデスクトップに[スコアメーカーZERO]のアイコンが表 

示されます。 

 

3．スコアメーカーZERO（プレーヤー）使用方法 

⇒ デスクトップに表示された[スコアメーカーZERO]のアイコンをクリック 

⇒ ログインのページ 

下段に書かれた[試用版として起動する手順を見る]をクリック 

⇒ 起動方法のページ 

説明に従って CMusicID を作成します。 

⇒ メールで「CMusicID 作成の確認」の連絡が来たら、[無償版を起動する]をクリッ 
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  ク 

⇒ グレードの選択 

[スコアメーカーZERO … 編集機能のないプレーヤー] をクリック 

（試用期間中で楽譜を編集する場合は他のグレードをクリックしても良い） 

⇒ 「スコアメーカーZERO をご利用いただきありがとうございます」のページが出る 

  が右上の×をクリックして閉じます。 

⇒ スコアメーカーZERO が立ち上がります。 

⇒ [開く]をクリック 

⇒ 練習したい[トレモロ版 SDX]ファイルを探して開きます（予め、ホームページから 

  必要な SDX ファイルをダウンロードしてホルダーに入れておいて下さい）。 

⇒ 楽譜が表示される（完了） 

⇒ これでこの楽譜の演奏を聴くことが出来ます。 

先ず、左下の  マークをクリックすると演奏が始まります。■マークをクリックする

と止まります。|<< マークをクリックすると頭出しが出来ます。 

途中から演奏させたい場合はカーソルを演奏させる小節に置きクリックすると赤い線

が現れますので、 マークをクリックするとそこから演奏が始まります。 

テンポと書かれた●マークにカーソルを当てて左右に動かすと、演奏の速さを変えるこ

とが出来ます。 

画面右側のパネルバーにミキサーパネル[¦¦¦]がありますので、それをクリックすると

左画面に各パートのボリュームが出ますので、●マークにカーソルを当てて左右に動か

すとそのパートの音量を変えられます。 

これにより 1 パートの音だけを出すことが出来ますし、逆に１パートの音だけを消して、

カラオケの様にして練習することもできます。 

他にもいろいろな機能がありますので、試してみて下さい。 
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